
 
 
 
 

  「北区民まちづくり会議」委員の皆様に加え，関係者を部会にお招きし，ワ

ークショップ（2回）を開催。具体的な論点に沿って，意見集約し，平成 30

年度以降の取組に繋げていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【現 状】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【対策の例】 
 
 
 
 
 
 
 

■地域コミュニティ賑わい部会（自治会・町内会加入促進）■ 

テーマ：マンション対策，地域と大学生の関わり方，既存加入者の存続方法 

マンション居住者 

（単身世帯以外） 
 

・ 町内会に魅力を感じない 

・ 町内会費の使途が不明瞭 

・ 忙しくて町内会活動ができない 

・ 町内会活動をする体力がない 

・ 町内会費が高い 

・ 役員になるのがいや 

 
 
 
 

大学生 

 

・ 町内会の存在を知らない  

・ 町内会が何をしているか知 

 らない 

・ 京都には短期住まいなので 

 町内会に入る必要がないと思 

 っている 

・ 町内会費が高い 
・ 町内会に魅力を感じない 
 
 

既存加入者 

 

・ 町内会費が高い 

・ 町内会費の使途が不明瞭 

・ 町内会に魅力を感じない 

・ 役員になるのがいや 

 
・ 子どもが巣立ち単身になった 
・ 町内会活動をする体力がない 

 
 
 

新規加入 既存加入 

そもそも，様々なタイプが存在 
（分譲，賃貸）（家族，単身） 
（コミュニティに入りたくない，入
り方が分からない） 

 

役員の負担軽減 

町内会費等負担軽減の工夫 

魅力ある町内会活動 

接点を作る 

マンション居住者や大学生が加入する時の 
町内会の受入体制 

町内会活動の内容を知ってもらう 

【背 景】 

・ 核家族や共働き世帯の増加などでコミュニティが希薄になり，隣に住んで 

 いる人のことも良く知らない現状 

・ 自治会町内会を退会される現状（役員をやりたくない，高齢化，加入のメ 

 リットがない。） 

⇒ 地域まちづくりの基礎となる自治会・町内会の存続，強化が必要 
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【検討の方向性】 

・ “地域の取組”の中心は “町内会”。部会での議論を通じて，学区・町内

会の活動を応援する機運を高める。 

・ 町内会に加入していないことを悪いこととして批判するのではなく，どう

すればサポートできるかを前向きに検討する。 

・ 実際にマンション居住者単独で町内会に入りたいと言われたときの体制は

できているか，受け入れ側の対応が万全かを確認する。 

・ 数年間に限り住むことが多い大学生に町内会加入まで求めるのか，地域行

事のお手伝いなどの関わり方に止めるのか検討する。 
 
 

【ワークショップ】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【部会メンバー】 

 ご担当いただく北区民まちづくり会議委員の皆様に加え，以下の団体等のメン
バーをお招きする。 

・地域代表者 

・町内会長（学区から数人） 

・地域活動を手伝っている大学生（そらたね祭など） 

新規加入(学生，マ

ンション)と既存

加入を議論するテ

ーブルを分けて議

論する。 

第 1回（平成 29年 9月頃） 

論点：事例共有，取組検討 

・ 我が町内会自慢（こんな取組してる） 
・ 事例以外にやりたいことのアイディア 

第 2回（平成 29年 11月頃） 

論点：町内会と学区の連携 

・ 学区として町内会の取組をどうサポートできるか 
・ 区役所がどうサポートできるか 
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